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昨
年
は
我
が
国
最
古
の
医
書
で
あ
る
『
医
心
方
」

が
著
わ
さ
れ
て
よ
り
恰
度
千
年
目
に
あ
た
っ
た
の

で
、
《
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
京
都
に
お
い
て
医
心
方

千
年
記
念
祭
が
挙
行
さ
れ
た
。
京
都
市
泉
涌
寺
観

音
寺
境
内
に
建
立
さ
れ
た
医
聖
堂
と
並
ん
で
、
医

心
方
千
年
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
、
併
せ
て
記
念
講

演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
号
は
、
そ
の
折
の
講
演

の
特
集
号
と
し
て
、
宗
田
一
、
矢
数
道
明
、
三
迫

初
男
、
馬
継
興
の
四
氏
の
講
演
要
旨
を
載
せ
て
い

る
。
弘
前
で
の
本
学
会
総
会
も
松
木
明
知
会
長
の
大

変
な
御
努
力
に
よ
り
成
功
裡
に
幕
を
閉
じ
た
。
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正
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木
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造
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服
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敏
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深
瀬
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矢
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重
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郎

（
理
事
の
名
は
省
略
）

ド
イ
ツ
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
教
授
ザ
イ
ド
ラ
ー

博
士
と
北
京
の
中
医
研
究
院
医
史
文
献
研
究
所
長

季
経
緯
氏
に
よ
る
特
別
講
演
は
会
員
一
同
に
深
い

感
銘
を
与
え
、
医
史
学
研
究
の
国
際
的
連
繋
に
道

を
開
く
も
の
と
し
て
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

来
春
は
広
島
市
に
お
い
て
原
田
康
夫
会
長
の
も

と
に
総
会
が
開
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
会
員
諸

兄
姉
と
ま
た
広
島
で
お
め
に
か
か
れ
る
こ
と
を
楽

し
象
に
し
て
い
る
。

（
大
塚
恭
男
）
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